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第８回地域発『活力・発展・安心』デザイン実践交流会

『 協育 』ネットワークの構築による
学校・家庭・地域の連携推進の在り方

由布市立阿蘇野小学校 校長 伊東俊昭



○学校だけでは難しい問題や課題の解決を図る

（安全安心・理不尽な要求への対応・家庭教育）

○授業内容や学校行事等の充実が期待できる

(学力向上・体力向上・児童の主体性)

○開かれた学校づくりが進む（保護者と地域住民からの信頼）

○教職員の専門性を高めることにつながる

※保護者や地域住民の生涯学習の機会となる学校支援

『あの校長の時は良かった！あの先生は良くしてくれた！

あのPTA会長の時は・・・・』ではなく。

組織的に、計画的に、支援を継続していくために

１．なぜ、『協育』ネットワークの構築を目指すのか



○海外派遣プログラムから見えてきたこと

・学校・家庭・地域社会が連携・協力した教育の協働が盛ん
に！・コミュニティ・スクールでは、特色ある学校づくりが

・出会った全ての教職員が誇りと情熱に満ちあふれる姿

・子どもたちの学びに真に責任を持ち、教育実践する姿

校長先生

学習サポーター

学習サポーター

担 任 イギリス

2012年



イギリス（マンチェスター）の学校

改革

教師が８０％で児童が２０％

教師が２０％で児童が８０％

児童の発言の量を増やす

話を聞いて、声かけをする場を増やす必要

保護者や地域住民による学習サポーターの支援の活用

言語活動の場の保障



由布市立阿蘇野小学校
明治７年開校
児童数：１２人
教職員：８人（非常勤含む）
家庭数：８戸

２０１４年度～校長



特徴 ●関わる人の数が少なく、限られている。
●地域に公共施設などが少ない
●「阿蘇野はつまらない」という子どもがいる
○人数が少ないので、移動しやすく、小回りがきく

課題 人間関係が固定化している！自分の考えを人前で発言することが苦手！
※より多くの人と関わらせたい。※地域の外の世界に目を向けさせたい。
※他の地域と比べることで、地域の良さに気づかせたい。

ソフトバンクのCMで撮影された場所の近くの森



○基本的生活習慣と家庭学習の定着を進めないと学力の向上も、
体力の向上も、生活指導上の課題解決も取り組むことが非常に難しい。

○連携を豊かに、強くするために職員と一緒に大切にしていることは・・・・
◆教職員も保護者や地域住民と一緒に汗を流すこと。
（環境整備や清掃作業）

◆子どものちょっとした情報も全ての職員で共有する職員集団であること。

・虫歯や視力等治療の進まない子どもに対して、どう対応していくのか
○担任だけに任せない。
○保護者に対して養護教諭や校長・教頭からもちょっとした機会
（ＰＴＡの集まりや活動）を利用して、必要な助言をする。

○保健だよりに併せて学校だよりにも同じような内容を掲載する。
○担任・養護教諭・管理職・その他教職員が連携して対応する。

同一方向で、全教職員が一丸となって指導をしていく！ ぶれない指導！

改めて言うまでもないが、 家庭との連携は欠かせない



※保護者への能動的な働きかけとして
・「学校だより」で写真をふんだんに盛り込み、子どもや教

職員の取組の様子を伝える。

・校内掲示で子どもや教職員の様子を知らせる。

※保護者への直接的な取組として

・ＰＴＡ活動においての連携要請
（但し、環境整備などできるとこまでは教職員で行う）

そのことを校長が保護者にしっかりと伝える。

・ＰＴＡ活動を活性化するために、各種部会の活

動の活性化だけでなく、研修の機会をインパクト

のあるものにした。
（子どもも、保護者も、先生方もびっくり！）

「他の地域の方がここまで協力してくれる・・？！」



地域協育推進担当の位置づけ
（教務主任・研究主任）

「地域教育」から
「地域協育」へ

「教頭」から
「教諭」へ



地域協育推進担当と校区コーディネーター
との打ち合わせ（庄内公民館）
地域協育推進担当 校区コーディネーター



ゲストティーチャーの支援
の一部



「響きの会」の皆さん ２０１４年６月１９日（木）

由布市立阿蘇野小学校



腹話術（道徳）



地域人材の支援による授業



和太鼓指導



先哲資料館職員
他機関との連携



別府プロジェクト



積極的な情報発信



学校だよりによる情報発信



「地域協育だより」 (地域協育推進担当作成)



「地域協育だより」 (地域協育推進担当)



ゲストティーチャーの支援の様子を掲示



P T A活動
の活性化



PTA研修旅行

地域と連携するとどんなことが出来るか知っていただく！！

インパクト
のある取組



保護者の協力で校外学習



体験活動
の一部



学校から地域へ



田植え



稲刈り



交流学習



大入島小・上堅田小との交流



他校との交流の推進他校の職員や児童も
学習サポーター
ゲストティーチャー



上堅田小学校との交流

他校との交流も広い意味での「協育」ネットワークと考えている！



中国の方との交流



大入島小学校との交流



小松寮（福祉施設）訪問



マスコミを利用する！



大分合同新聞



こども新聞（大分合同新聞社）



ＯＢＳラジオの収録「学校紹介」



学校行事



ふるさと祭り 11月２３日（日）

法被は蒲江小学校
から借用

１２人の児童に対して、
１００人近くの保護者・地域住民の参加！



他校との連携

他校の児童に影響を受け、高校生に憧れる

他校との連携

学校行事は、学校について知ってもらい、理解をしていただく機会！

学校と家庭と地域住民を繋ぐ絶好のチャンス！



情 報 発 信

学校だより「黒岳」は２１２戸に配布！
地域教育だより「ネットワーク」は公民館などへ配布





阿蘇野小学校の課題
○学習の苦手な児童は、保護者や地域住民の方た
ちに学習を苦手としていることを知られたくない。
（自尊心・羞恥心への対応）

与える課題の工夫・打ち合わせの工夫

○地域は、民家が点在しており、高齢者が多いため
に学校に来ていただくことが難しい。（送迎の問題）

○保護者の数が少ないので、学習サポーターをして
いただける方が限られてくる。

校区外からの支援者の参加

公民館の校区コーディネーターとの連携



３．ま と め



見えてきた課題
○『やはり校長が替わると・・・・？』
※赴任してきた職員にとっては、今ある『協育』ネット
ワークが当たり前、読み聞かせボランティアや地域
人材が来てくれて当たり前という意識になりがち

→『教育の協働』や『協育ネットワーク』の意義につい
ての共通理解

→地域協育推進担当の位置づけと役割の明確化
→赴任してきた先生の理解の促進

○子どもの態度や教職員のマナーへの不満
→人と接するときの態度やマナーの向上が不可欠

だからこそ、学校以外の人と接する機会が必要

研修の実施



どこの学校でも、目指している方向は基本的に同じ

○学力向上
○体力向上
○豊かな心の育成

「生きる力」を育むためには、子どもたちが、より多く

の人と関わり、様々な体験活動を行うことで体験知を増
やすことが大切であり、学校内だけでの人との関わりや
教師だけで仕組む体験活動だけでは十分とは言えない

体験活動の充実は不可欠 !

教師だけの力には限界がある・・・

主体性
自ら学ぶ力 人との関わりにより、コミュ

ニケーション能力や表現力
の向上が期待できる！

親子での体験の
必要性に気づく
機会にも！



○子どものために良い授業や体験活動を仕組んで
いくのは教師としての仕事の醍醐味！力量UP!

○ネットワークを構築し始めたときは労力が必要だ
が、機能し始めると様々なメリットが生まれる。

・子どもたちと向かいあう時間が増える

・保護者や地域が応援団となる（理解が深まる）

＊学校を支援していこうとする気運の高まり

・保護者の高め合いは保護者同士で
（理不尽な要求が減る）

・学校と保護者、地域住民の役割分担による効率化

○これから目指すべき学校の姿の一つ

『コミュニティ・スクール』

地域の力を生かす！

やりがいの
ある職場を
めざして！



• 保護者や地域住民の力（支援）を生かし
て、地域を巻き込みながら、より充実した、
効果的な授業や体験活動、そして安全・
安心な環境整備を・・・

さらに家庭教育の充実により・・・

よりよい学校教育をめざして！

組織として機能する
｢協育｣ネットワークの拡充により



○組織的に！（体制づくり）

・地域協育推進担当の位置づけ

・校区コーディネーター（公民館）との連携

・教育の協働に関わる研修の実施

（教職員の力量アップ！）

○ＰＴＡの活性化！（家庭教育の充実）

○積極的な情報発信！（保護者や地域住民の理解）

※マスコミを積極的に利用する！

「協育」ネットワークの構築のために



保護者や地域の方たちの生き甲斐の場所となる学校へ！



全ては子どもたちのために！

ご清聴ありがとうございました



協育コーデイネーターとの連携

・学校の教育目標・重点目標・具体的な取組など

について知っていただく。

・学校での取組について詳しく知っていただく。

・学校の人材情報とコーディネーターの情報とを

すりあわせる。（ ）

・他の学校の情報や他地域の情報について教え

ていただく。（ ）

・ にも必要があ

れば参加していただく。



良いことを長続きさせるために

• 取組をマンネリ化させない

• 効率化を図る

• 情報の共有

• 無理をしない

無理をさせない

• 不協和音を生み出さない

工夫・改善

パターン化

対 話

を忘れないことを職員には常に話している

常に情報交換

役割分担

できる人が
できる時に

できることを



教師もコーディネーターもサポーターも

お互いに

・明るく、笑顔で！

・時間を守る！

・秘密を守る！

・役割を理解し合い、しっかりと果たす！

・決めつけをしない！

・思ったことや感じたことはすぐに伝える！

・疑問があれば尋ねる！

・無理をしない、させない！

・良いことはどんどん広める！



協育コーディネーターや学校支援ボランティア
と子どもや教師が関わることで

• 子どもも、教師も力をつける！

• 地域の方々も生き甲斐を感じ、趣味や特技を生か
すことができる！大人も学ぶ

• 学校や地域に活力が生まれる！

• 人と人とがつながる！ 絆

人生が豊かになる！

まちづくり

みんなが
幸せ

安全・安心


